
平成30年度
Ｊ－ＳＴＡＧＥ利用者満足度調査
【閲覧者向け（日本語）】
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■ 調査概要

調査目的

対象者条件

サンプル数

調査手法

調査期間

対象者条件J-STAGEサイトトップページ訪問者、My J-STAGEアカウントのDM受取者

対象者条件

対象者条件

対象者条件

3887人

インターネット調査

2019年1月10日（木）～2月8日（金）

対象者条件
JSTが提供する主要な情報サービスについて、各サービスの利用状況、認知度、利用シーンや
類似サービスとの比較・選択状況を明らかにするための調査を実施し、結果を事業企画に活用
する。
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■ 回答者プロフィール

0.6 

5.4 
3.5 

5.6 

10.3 

13.8 

33.1 

21.3 

6.4 

年代 N=3887

10代

20代

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50代

60代

70代以上

27.2 

3.9 
4.3 

3.6 38.9 

9.9 

8.3 
3.8 

所属 N=3887

大学・短大

公的研究機関

その他公的機関（官公庁、公
益法人等）
大学・短大以外の教育機関

企業

病院等医療機関

所属なし（個人）

その他

14.4 

6.3 

4.9 

6.6 

4.1 

15.8 

2.5 
3.1 

7.3 2.8 

1.4 
4.1 
4.8 

1.5 5.6 

14.8 

職種 N=3887
教授・准教授

講師・助教・助手

研究員、ポスドク

上記以外の研究職

企画

設計・開発

製造

営業・販売

調査・コンサルティング

一般事務

学生（博士）

学生（修士・学部）

医師

看護師

なし

その他

6.3 
9.0 

2.9 

8.5 

28.0 
3.5 

6.3 

21.0 

0.5 4.6 

1.5 
7.9 

専門分野 N=3887
人文学
社会科学
数物系科学
化学
工学
生物学
農学
医歯薬学
芸術
総合領域
複合新領域
上記のどれにも当てはまらない
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詳細編
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■ Ｊ-ＳＴＡＧＥ 利用頻度

● J-STAGEの利用頻度は、「月1回程度」が26.2％と最も高く、次いで「週1回程度」の24.3％、
「週2、3回程度」の13.9％の順に続いている。

質問1．J-STAGEをどれくらいの頻度でご利用ですか。（１つ選択）

単位：％

4.0 

13.9 

24.3 

26.2 

14.3 

7.7 

1.8 6.5 

1.2 

N=3887 ほぼ毎日

週2、3回程度

週1回程度

月1回程度

2～3ヶ月に1回程度

半年に1回程度以下

初めて使った

ほとんど利用していない

アラートメールが届いた時のみ利用
（My J-STAGEご利用の方）
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■ Ｊ-ＳＴＡＧＥ 閲覧デバイス

● J-STAGEの閲覧デバイスは、「PC」が97.8％と圧倒的に高く、次いで「スマートフォン」の9.6％、
「タブレット」の7.0％と続いている。

質問2．J-STAGEをどのように閲覧していますか。（複数選択可）

N=3887

n=30以上で
■項目内で1位
■項目内で2位
■項目内で3位

N P
C

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

タ
ブ
レ
ッ
ト

そ
の
他

全体 3887 97.8 9.6 7.0 0.2
※全体値を降順に並び替え

※単位：％

97.8 

9.6 7.0 
0.2 

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0
90.0

100.0
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■ J-STAGE 役立ち度

● J-STAGEの役立ち度は、「まあ役に立った（立ちそう）」が48.1％と最も高かった。役に立ったというポジ
ティブな回答は、94.3％を占め、大多数が満足した様子が伺える。

質問3．J-STAGEは役に立ちましたか。または、役に立ちそうですか。（１つ選択）

46.2 

48.1 

5.0 

0.8 

N=3887

とても役に立った
（立ちそう）

まあ役に立った
（立ちそう）

あまり役に立たなかった
（立ちそうにない）

全く役に立たなかった
（立ちそうにない）

単位：％
役に立った　計
役に立たなかった　計

94.3
5.8

8



N=3663

n=30以上で
■項目内で1位
■項目内で2位
■項目内で3位

N 無
料
で
利
用
で
き

る 学
術
情
報
と
し
て

信
頼
で
き
る

公
的
機
関
の
サ
ー

ビ
ス
で
あ
り
信
頼

で
き
る

情
報
収
集
の
効
率

化
に
役
立
つ

情
報
量
が
多
い

必
要
な
情
報
が
見

つ
か
る

そ
の
他

全体 3663 84.4 71.9 49.1 45.4 33.1 30.8 1.2
※全体値を降順に並び替え

※単位：％

84.4 

71.9 

49.1 45.4 

33.1 30.8 

1.2 
0.0

10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0
90.0

■ 役に立った（立ちそうな）理由

● 役に立った（立ちそうな）理由は、「無料で利用できる」が84.4％と最も高く、次いで「学術情報として
信頼できる」の71.9％、「公的機関のサービスであり信頼できる」の49.1％の順に続いている。

質問4．役に立った（立ちそうな）理由として当てはまるものをお選びください。（複数選択可）

J-STAGE「役に立った（立ちそう）」回答者
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■ Ｊ-ＳＴＡＧＥ よく使う・便利だと思う機能

● J-STAGEでよく使う機能、便利だと思う機能は、「文献情報のダウンロード機能」が62.9％と最も高く、
次いで「引用文献リンク」の53.0％、「詳細検索機能」の37.4％の順に続いている。

質問5．J-STAGEでよく使う機能、便利だと思う機能をお選びください。（複数選択可）

N=3887

n=30以上で
■項目内で1位
■項目内で2位
■項目内で3位

N 文
献
情
報
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
機
能

引
用
文
献
リ
ン
ク

詳
細
検
索
機
能

M
y
 
J
-
S
T
A
G
E
（
ア
ラ
ー

ト
機
能
、
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
機
能
、
閲

覧
履
歴
表
示
等
）

ジ
ャ
ー
ナ
ル
紹
介

文 最
新
号
記
事
表
示

お
す
す
め
記
事
表

示 閲
覧
履
歴
表
示

ア
ク
セ
ス
ラ
ン
キ

ン
グ
表
示

文
献
管
理
ソ
フ
ト

「
M
e
n
d
e
l
e
y
」

と
の
連
携

S
N
S
連
携
機
能

編
集
委
員
紹
介

そ
の
他

特
に
な
し

無
回
答

全体 3887 62.9 53.0 37.4 14.3 10.4 10.2 4.4 4.2 4.0 3.4 1.4 1.2 0.9 6.8 0.0
※全体値を降順に並び替え

※単位：％

62.9

53.0

37.4

14.3
10.4 10.2

4.4 4.2 4.0 3.4 1.4 1.2 0.9
6.8

0.0
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0
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■ Ｍｙ Ｊ-ＳＴＡＧＥ 登録有無

● My J-STAGEの登録状況は、「登録している」が50.6％と約半数を占めた。
また、「知らなかった」という回答は26.7％となっており、My J-STAGEの認知者は73.3％であった。

質問6．My J-STAGEに登録していますか。（１つ選択）

50.6 

22.7 

26.7 

N=3887

登録している

登録していない

知らなかった

単位：％
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■ Ｍｙ Ｊ-ＳＴＡＧＥ よく使う・便利だと思う機能

● My J-STAGEでよく使う機能、便利だと思う機能は、「お気に入り検索登録」が35.6％と最も高く、次いで
「自動ログイン機能」の25.9％、「お気に入り資料登録（お知らせ／新着アラート） 」の19.8％の順に続
いている。

質問7．My J-STAGEでよく使う機能、便利だと思う機能をお選びください。（複数選択可）

My J-STAGE登録者
N=1967

n=30以上で
■項目内で1位
■項目内で2位
■項目内で3位

N お
気
に
入
り
検
索

登
録

自
動
ロ
グ
イ
ン
機

能 お
気
に
入
り
資
料
登

録
（
お
知
ら
せ
／
新

着
ア
ラ
ー
ト
）

お
気
に
入
り
記
事

登
録
（
被
引
用
ア

ラ
ー
ト
）

お
気
に
入
り
記
事

登
録
（
追
加
情
報

ア
ラ
ー
ト
）

お
気
に
入
り
記
事

登
録
（
認
証
解
除

ア
ラ
ー
ト
）

そ
の
他

特
に
な
し

全体 1967 35.6 25.9 19.8 5.0 3.2 2.8 1.5 37.0
※全体値を降順に並び替え

※単位：％

35.6

25.9

19.8

5.0 3.2 2.8 1.5

37.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0
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■ Ｊ-ＳＴＡＧＥに対する要望

● J-STAGEに対する要望は、「類似文献表示機能」が45.7％と最も高く、次いで「論文に付随するデータ
（研究データ等）の蓄積・公開機能の追加」の38.3％、「検索機能の追加（and、or以外の機能の
追加等）」の33.9％の順に続いている。

質問8．（任意）J-STAGEに対するご要望について、当てはまるものをお選びください。（複数選択可）

任意回答
N=3423

n=30以上で
■項目内で1位
■項目内で2位
■項目内で3位

N 類
似
文
献
表
示
機

能 論
文
に
付
随
す
る
デ
ー
タ

（
研
究
デ
ー
タ
等
）
の
蓄

積
・
公
開
機
能
の
追
加

検
索
機
能
の
追
加

（
a
n
d
、
o
r
以
外
の

機
能
の
追
加
等
）

検
索
精
度
の
改
善

リ
コ
メ
ン
ド
機
能

検
索
速
度
の
改
善

分
析
機
能
（
引
用
情
報
の

可
視
化
等
）
の
追
加

文
献
情
報
管
理
ソ
フ
ト

(

E
N
D
N
O
T
E
等

)

連
携
機
能
拡
充

少
額
決
済
機
能
（
電
子
マ

ネ
ー
な
ど
）
の
追
加

類
似
画
像
検
索
機

能
の
追
加

画
面
デ
ザ
イ
ン
の

改
善

コ
メ
ン
ト
投
稿
機

能
の
追
加

オ
ル
ト
メ
ト
リ
ク
ス
な
ど

の
新
た
な
評
価
指
標
分
析

機
能
拡
充

そ
の
他

全体 3423 45.7 38.3 33.9 24.0 21.3 18.5 16.7 13.4 9.6 8.3 6.4 3.3 2.0 7.9
※全体値を降順に並び替え

※単位：％

45.7 

38.3 
33.9 

24.0 
21.3 

18.5 16.7 
13.4 

9.6 8.3 6.4 
3.3 2.0 

7.9 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0
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■ 普段使用している論文検索サイト

● 普段お使いの論文掲載サイト、論文検索サイトは、「CiNii （国立情報学研究所）」が61.6％と最も
高く、次いで「Googleサーチ （Google）」の56.7％、「Google Scholar （Google）」の38.2％の
順に続いている。

質問9．（任意）普段お使いの論文検索サイト等を教えてください。（複数選択可）

任意回答
N=3705

n=30以上で
■項目内で1位
■項目内で2位
■項目内で3位

N C
i
N
i
i
 
（
国
立
情
報

学
研
究
所
）

G
o
o
g
l
e
サ
ー
チ

（
G
o
o
g
l
e
）

G
o
o
g
l
e
 
S
c
h
o
l
a
r

（
G
o
o
g
l
e
）

国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ

（
国
立
国
会
図
書
館
）

J
-
G
L
O
B
A
L

（
J
S
T
）

P
u
b
M
e
d

（
N
L
M
）

医
中
誌
W
e
b
 
（
医
学
中

央
雑
誌
刊
行
会
）

メ
デ
ィ
カ
ル
オ
ン
ラ
イ
ン

(

メ
テ
オ

)

M
E
D
L
I
N
E

(

N
L
M

)

J
D
r
e
a
m
Ⅲ

（
ジ
ー
・
サ
ー
チ
）

R
e
s
e
r
c
h
G
a
t
e

S
c
o
p
u
s

（
E
l
s
e
v
i
e
r
）

W
e
b
 
o
f
 
S
c
i
e
n
c
e
 

(

ク

ラ
リ
ベ
ー
ト
・
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス

)
S
c
i
F
i
n
d
e
r

（
C
A
S

)

D
i
s
c
o
v
e
r
y

S
e
r
v
i
c
e

C
r
o
s
s
r
e
f

（
P
I
L
A
）

東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ

（
国
立
国
会
図
書
館
）

C
A
S
 
F
u
l
l
 
t
e
x
t

O
p
t
i
o
n
s
 
（
C
A
S
）

O
C
L
C

N
D
S
L
 
（
K
I
S
T
I
 

韓
国
科
学
技

術
情
報
研
究
院
）

R
i
g
h
t
F
i
n
d

(

C
o
p
y
r
i
g
h
t

C
l
e
a
r
a
n
c
e
 
C
e
n
t
e
r

)

D
O
A
J

W
P
R
I
M
 
（
W
H
O
西

太
平
洋
地
域
事
務
局
）

T
R
I
D
 
（
T
R
B
）

S
u
m
m
o
n
 
（
P
r
o
Q
u
e
s
t

L
L
C
）

P
r
i

m
o
C
e
n
t
r
a
l
 
（
E
x

L
i
b
r
i
s
）

そ
の
他

全体 3705 61.6 56.7 38.2 32.3 27.5 24.5 18.1 10.2 9.9 9.1 9.0 8.6 6.5 3.3 2.4 0.8 0.7 0.7 0.4 0.3 0.3 0.3 0.1 0.1 0.1 0.1 4.0

※全体値を降順に並び替え
※単位：％

61.6 
56.7 

38.2 
32.3 

27.5 24.5 
18.1 

10.2 9.9 9.1 9.0 8.6 6.5 3.3 2.4 0.8 0.7 0.7 0.4 0.3 0.3 0.3 0.1 0.1 0.1 0.1 4.0 
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0
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N=3887

n=30以上で
■項目内で1位
■項目内で2位
■項目内で3位

N な
い

あ
る

(

他
者
の
著

作
物
の
学
術
利

用

)

あ
る

(

著
作
権
移

譲
し
た
自
分
自
身

の
著
作
物
の
学
術

利
用

)

あ
る

(

他
者
の
著
作

物
の
商
用
利
用

)

あ
る
（
そ
の
他
）

あ
る

(

著
作
権
移
譲

し
た
自
分
自
身
の
著

作
物
の
商
用
利
用

)

そ
の
他

全体 3887 85.8 9.2 6.2 1.5 0.8 0.7 0.5
※全体値を降順に並び替え

※単位：％

85.8 

9.2 6.2 
1.5 0.8 0.7 0.5 

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0
90.0

質問10．J-STAGE登載論文の大部分は無料で閲覧できます。一方、転載等の二次利用に関する条件設定が行われていない、あるいは明示されていない論文等が多いため、
二次利用をする場合は発行機関等に別途問い合わせをする必要があります。論文の二次利用を行ったことがありますか。（複数選択可）

■ 論文の二次利用経験・目的

● 論文の二次利用の経験は、85.8％が「ない」と回答。
二次利用経験者の目的は、「他者の著作物の学術利用」が9.2％と最も高く、次いで「著作権移譲した
自分自身の著作物の学術利用」の6.2％、「他者の著作物の商用利用」の1.5％の順に続いている。
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N=530

n=30以上で
■項目内で1位
■項目内で2位
■項目内で3位

N 著
作
権
者
へ
の
利

用
許
諾
申
請

特
に
手
続
き
を
行

わ
な
か
っ
た

C
C
ラ
イ
セ
ン
ス

等
の
二
次
利
用
条

件
に
従
っ
て
利
用

そ
の
他

全体 530 42.6 39.1 18.5 7.2
※全体値を降順に並び替え

※単位：％

42.6 
39.1 

18.5 

7.2 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

■ 二次利用許諾取得のための手続き内容

● 二次利用許諾取得のための手続きは、「著作権者への利用許諾申請」が42.6％と最も高く、次いで「特
に手続きを行わなかった」の39.1％、「CCライセンス等の二次利用条件に従って利用」の18.5％の順に
続いている。

質問11.（任意）前問において二次利用を行ったことがある場合、二次利用の許諾のためにどのような手続きを行いましたか。（複数選択可）

任意回答
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N=3485

n=30以上で
■項目内で1位
■項目内で2位
■項目内で3位

N 論
文
か
ら
そ
の
基

と
な
る
研
究
デ
ー

タ
へ
の
リ
ン
ク
機

能 研
究
デ
ー
タ
論
文

を
発
信
で
き
る

サ
ー
ビ
ス

(
デ
ー

タ
ジ
ャ
ー
ナ
ル

)

分
野
毎
に
優
れ
た

論
文
を
纏
め
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全体 3485 80.3 28.9 28.0 18.9 15.3 2.8
※全体値を降順に並び替え

※単位：％
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■ 役立ちそうな新サービス

● 役に立ちそうと思われるサービスは、「論文からその基となる研究データへのリンク機能」が80.3％と最も高く、
次いで「研究データ論文を発信できるサービス(データジャーナル) 」の28.9％、「分野毎に優れた論文を
纏めて発信できるサービス(バーチャルジャーナル) 」の28.0％と続いている。

質問12．（任意）J-STAGEでは新たなサービスの提供を検討しています。役に立ちそうと思われるものを選択してください。（複数選択可）

任意回答
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■ 研究データ公開への需要

● 研究データ公開に関しては、「公開してほしい」が35.7％、「公開は不要」が58.8％という結果となった。

質問13．論文とともにその根拠となる研究データも公開してほしいと思いますか。（１つ選択）

35.7 

58.8 

5.6 

N=3887

公開してほしい

公開は不要

その他
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■ プレプリント 閲覧状況

● プレプリントの閲覧状況は、92.0％が「閲覧していない」と回答。「閲覧している」は6.9％であった。

質問14．プレプリント*を閲覧していますか。閲覧している場合はその理由を教えてください。（１つ選択）
＊学術雑誌の刊行前に論文をインターネット上のサーバーにアップロードすること
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6.9 

92.0 

1.1 0.0 

N=3887

閲覧している

閲覧していない

その他

無回答



■ プレプリント 投稿経験

● プレプリントの投稿経験は、95.1％が「投稿したことはない」と回答。「投稿したことがある」は1.2％で
あった。

質問15．プレプリントサーバへ投稿したことがありますか。（１つ選択）

1.2 

95.1 

3.7 

0.1 

N=3887

投稿したことがある

投稿したことはない

その他

無回答
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■ 日本におけるプレプリントサーバの必要性

● 日本におけるプレプリントサーバの必要性については、「必要」が26.0％、「不要」が25.8％という結果で
あった。「その他」回答の多くは、「分からない・判断できない」といった内容であった。

質問16．日本にもプレプリントサーバが必要と思いますか。あるいは不要と考えますか。（１つ選択）
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26.0 

25.8 

48.2 

0.0 

N=3887

必要

不要

その他

無回答


